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○ＩＣＴ活用で確かな学力をつけよう（実践報告）

学年・教科 ５年 ・ 家庭科

単元名 「見つめよう！家庭生活」
できる仕事をふやそう（さいほう用具を使おう）

実践者（所属） 三浦美保（犬蔵小学校）

活動を始める前に
（１）準備するもの
○ スクリーン ○ ビデオカメラ

○ プロジェクター
（２）ＩＣＴ機器やメディアの活用のねらい
○玉結びや玉どめなどのやり方を、大きく映されたお手本を見ることでよりよく
理解する。

指導計画

時 児童の活動 指導上の留意点

１ 家庭で針や糸を使う場面などを発表し、学校で使
う裁縫用具の種類と使い方を調べる。 ・安全な使い方を考えさせる。

２ 針に糸を通す練習をする。
③ 玉結び、玉どめを練習する。
４ ボタンの付け方を調べ、ボタンつけを練習する。
５ 縫い取り、さし縫い、なみ縫いの仕方を知る。
67 簡単な小物を制作する ・計画から完成までの様子が記
８ 作品発表会をする。 録できるカードを用意する。

活動の流れ

時間 学習内容 指導上の留意点

５分 １．針の穴に糸を通し、自分で布を縫 ・布に通した糸が抜けないために玉結びや玉
ってみる。 どめが必要なことに気付かせたい。

５分 ２．玉結びと玉どめのやり方を知る。 ・教師の実演をプロジェクターに大きく映し
て手元が見えるようにする。

30分 ３．玉結びと玉どめの練習をする。 ・何度も説明したり、手助けしたりしなが

ら机間巡視をする。

５分 ４．感想を発表する。

取り組み後の子ども達の変容や成果

・お手本を子どもたちの反応に合わせながらスクリーン一杯に大きく映して見せるこ
とができるので、わかりやすく、意欲的に作業に取り組む姿がみられた。

応用できます！
・ボタン付けやなみ縫いなどの学習はもちろん、他の教科でも、手元を全員に大きく
見せることができます。



- 2 -


